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研究成果の概要（和文）：本研究は、幼児を対象に、ホッピングを動作課題として、観察的な手法を用いた動き
の質的評価を中心に、リズミカルな動作の発達特性について検証することを目的とした。結果として、ホッピン
グ動作は、加齢に伴い、着地時の姿勢の安定性が確保され、それに続いて上下肢それぞれの動きが前方への推進
に対して有効に貢献するような動作パターンへと変容が認められた。また、動作中の跳躍周期の時間的分析から
は、リズミカルな動作に関与する神経筋機能の発達的変化が推察された。4歳から6歳にかけての幼児期は、身体
発育に伴いリズミカルな動作の成熟型に向かう発達過程であることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to examine the developmental characteristics of young 
children by qualitatively observing and evaluating their rhythmic movements using hopping as a 
movement task. With age, the hopping movement pattern transformed to a movement pattern in which 
postural stability at landing was secured, followed by an effective contribution of each upper- and 
lower-limb movement to forward propulsion. Furthermore, a temporal analysis of the hopping cycle 
during movement suggested developmental changes in the neuromuscular functions involved in the 
rhythmic movement. These findings indicate that early childhood (age 4-6 years) involves a 
developmental process during which the body grows and moves toward mature rhythmic movement 
patterns.

研究分野：発育発達学

キーワード： 動作発達　幼児　調整力　リズミカルな運動　動きの質的評価　ホッピング

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
基本的な動作の獲得、習熟時期である幼児期の子どもの動作習得状況を把握することは重要である。特に、幼少
期に身につけたい基本的動作であるリズミカルな動作は、走跳投などのように時間や距離などで定量化すること
が難しく、適切な観察によって動きを質的に評価することが必要である。これらの評価に基づいて、子どもの動
きの現状や発達的特性をとらえることは、保育、教育現場における適切な支援や指導法への活用につながる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
子どもの体力・運動能力の低下が問題視されて久しいが、それに加えて基本的な動作が
未習得・未熟なことが明らかにされている。日本学術会議でも、近年、幅広い分野にわた
って次世代を担う子どもたちの問題が喫緊の課題として何度も取り上げられている。「子ど
もの動きの健全な育成をめざして～基本的動作が危ない～」（健康・生活科学委員会、健
康・スポーツ科学分科会、2017）と題する提言も公表され、日常生活全般にわたって基本
的な動作が未習得であることに警鐘が鳴らされた。幼少期は神経系の発達が著しく、動作
の習得においても非常に重要な時期だとされ、この時期に基本的な動きが十分に身につい
ていないことは、就学後の運動学習の躓きや運動嫌いをつくり出してしまう一つの要因に
もなることが指摘されており、延いては将来の健康な日常生活の営みにも支障を及ぼす可
能性が懸念されている。 
幼児の日常活動における動きを観察すると、走跳投などの単純な運動様式のみならず、
非常に多くの動作を見ることができる。しかしながら近年では、生活における様々な環境
の影響を受け、昔に比べて活動量の低下とともに動きそのものの種類も減少していること
が報告されている。また、動きの種類のみならずその質、すなわち動きの巧みさ、身のこ
なしの良さ（調整力）にも低下がみられる（中村、2011、佐々木ほか、2014、2015）。動
きの種類に着目すると、子ども達の活動場面では、複数の動作を組み合わせた複合的な動
きやリズミカルな変化を伴う移動運動（ホップ、ギャロップ、スキップなど）もよく観察
される。これらの動作は、体力テストなどで用いられるような、運動課題のゴールや目標
が明確で全力を出すことが主体となる動作に対して、全力以下である種の制御を要する動
作であり、調整力を考えるうえでキーになる動作と位置付けられる。しかしながら、こう
いった種類の動作は、出来栄えを定量化して評価することが難しいため、国内においては
これまでに動作発達の研究対象として取り上げられることが非常に少ない現状にある。特
に、幼少期においては、こういった動きも含めて多様な動きについて適切に評価し、実態
をとらえておく必要がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、幼児の日常生活にもみられるリズミカルな調整力系の動作に焦点をあ
て、その動作の習得度や年齢的変化の実態を明らかにすること、およびそれらの動作メカ
ニズムと発達特性を動作分析によって明らかにすることであった。本研究ではこれらの内
容を踏まえて子どもの発達段階に応じた動きの評価ならびに動作獲得のための指導法につ
ながる運動プログラムの開発にむけた基礎的資料を得ることを意図して研究を遂行した。 
 
３．研究の方法 
 対象は、４～６歳の幼稚園、男女合計 161 名であった。 
 片足の連続跳躍動作であるホッピングを課題動作とし、約 4ｍの直線路を前進する様子



を一人ずつビデオ撮影し、録画映像から個々の動作を評価、分析した。①動きの観察的評
価にあたっては、先行研究（Halverson and Williams, 1985）の基準を用い、全対象児の試
行について下肢および上肢の動きをそれぞれ 4 段階（下肢；ステージ１～４）、5 段階（上
肢；ステージ１～５）で評価した。②また、録画映像から、支持脚足底の床面接地の時間
データを取得し、ホッピングの連続跳躍における接地時間と離地（空中）時間を算出して
動作の時間的要素（リズム要因）について分析した。これらの項目に着目し、その年齢に
よる違いから、ホッピング動作の発達的特性を検証した。 
 
４．研究成果 
（１）ホッピング動作の特徴と幼児の習得度 
 ホッピング動作は、片足で踏み切り、同じ足で着地をする跳躍動作であり、その上手な
動作遂行には、一定の筋力、四肢のコーディネーション、動的なバランス能力が必要とさ
れるものであり、およそ３～４歳頃に獲得し始め、幼児期から児童期初期にかけて発達し、
習熟していくといわれている。幼少期に身につけたい運動レパートリーとして基礎的な動
作と位置付けられている（Gallahue et al. 2012）。 
本研究の対象児においては、約 4ｍの走行路を連続動作として完遂できない事例（下肢
の評価；step１）はみられず、全対象児が途中で止まることなく課題を遂行することがで
きた。下肢の動作パターンからみると、ステージ２以降は、連続した跳躍が可能となる段
階である。ここでは着地で自重を受け止めることが中心で、跳躍に対する下肢の積極的な
貢献はまだ小さいが、全般に上体を前傾気味にして安定をはかろうとし、次の跳躍への継
続に作用する動きがみられるようになる。跳躍動作に貢献するような遊脚（接地しない方）
の動きはほとんどみられない。全体の 66.5%がこのステージ２と評価され、最も多い割合
であったことから、4 歳頃が連続したホッピングの初歩的動作ができるようになる時期と
いえる。ステージ３以降は、支持脚（接地する方）と遊脚との役割が分化してくることが
特徴である。ステージ 3 では下肢の伸展動作を使いながら跳びはねるような印象が出現し
始め、全体の 26.7％がこのステージに評価された。さらにステージ４は、支持脚、遊脚と
もに前方への移動に有効に働く成熟型の動作パターンであり、このステージに評価された
のは全体の6.8％で非常に少なかった。上肢については、ステージ１、２は、両腕が同調し、
跳躍に貢献することなく主に全身のバランスをとる働きを担っていると考えられるもので、
それぞれ全体の 6.2％、16.8%であった。ステージ 3では、上肢の動きと跳躍時の重心の上
下動との間にタイミングのずれが生じ、全身のリズミカルな跳躍を生起させる要素を含む
動作パターンが出現する。全体の 60.9％がステージ３と評価され最も多い割合を占めた。
ステージ４、５は、左右の腕の働きを分化して、前方への跳躍に大きく貢献する動作パタ
ーンと捉えられるもので、このステージに評価される割合は非常に少なかった（それぞれ
13.7%、2.5%）。 
これらの各ステージの意味するところを考慮し、上下肢の評価ステージの組み合わせか



ら総合的なホッピング動作の成熟度
を4群（A～D）に段階分けし、年齢
別にそれぞれの段階が占める割合を
図 1 に示した。4 歳では、課題は遂
行できるもののそのほとんどが未熟
な動作パターン（D）が占めるのに
対し、５，６歳ではそれが大きく減
少し、特に 4 歳から 5 歳にかけての
変化が著しい。また C 以降の上位の
動作パターンは、年齢が上がるほど
増加する傾向がみられる。ただし、
上下肢を協調的に用いた成熟型（A）がみられるのは、6歳でも16.9%と未だ非常に少なく、
全身の協調的な動作について、幼児期がその習熟に向かう初期の時期であることがうかが
える。 
 
（２）リズミカルな動作を形成する身体メカニズム 
 本研究では、連続した繰り返しの
動作の中で、リズムを生じさせる動
作の時間的要素にも着目した。ホッ
ピング動作における支持脚足底の床
面との接地および離地の時点から、
接地時間、離地（空中）時間、およ
び跳躍間隔時間（インターバル）を
算出した。全対象児について 1 試行
中における各時間の平均値を求め、
年齢群別にそれらの値を比較したの
が図２である。4 歳、5 歳、6 歳と年
齢が上がるにつれ跳躍間隔時間および離地時間が長くなり、接地時間は短くなった。跳躍
運動や疾走運動などでは、下肢の筋－腱は接地時にエキセントリック（伸張性筋収縮）な
筋力発揮によって負荷を受け止め、続いてコンセントリック（短縮性筋収縮）な筋力発揮
で身体を移動させる様相が内在しており、この筋の伸張―短縮サイクルによって効率的に
運動を遂行することができる。ホッピング動作においても、リズミカルに弾む動作は、こ
の神経－筋機能の働きによって滑らかに行えることが推測される。接地時間の短縮はそれ
を示すものであり、加齢に伴う神経―筋機能の発達的な変化が示唆される。 
 これらの結果から、ホッピング動作を事例としたリズミカルな動作は、幼児期において
その筋―神経系機能を含む身体の発育を背景に、上下肢を含めた全身の協調性や動的なバ

図１ 下肢，上肢の評価ステージから総合的にみた習熟度の
年齢比較 

図２ 各時間要素（跳躍間隔、離地時間、接地時間）の年齢比較 



ランス能力が高められ、動作様式を獲得しさらにその習熟過程にあることが確かめられた。 
 
追記；本研究期間は、コロナ禍にあり当初の計画通りに進めることができず、また、依頼
を予定していた保育施設ならびに個人に対しての負担を考慮し、実施を見送った内容もあ
った。今後も、本研究の成果を元に、引き続き発展的、継続的に取り組んできたいと考え
ている。 
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